
ARCADE2利⽤申請マニュアル



2OSSへのログインは、アカンサスポータルから

ポータルからOSSへログイン



3表紙画面へ遷移



4ログオン後、DMPを作成済の方と未作成の方で、アクセス画面が異なります。

①DMP作成済の方への説明 【 p 5 】

②DMP未作成済の方への説明 【 p 12 】

③提出されたことを確認したい方 【 p 19 】



5DMPを提出済の方は

1)DMP提出済のかたは、「メタデータ⼀覧」から提出済のDMP(メタデータ)を選択

2) メタデータ⼀覧表から、ARCADE2(GakuNIN RDM)を使いたい研究課題名の鉛筆マークを選択



3)選択したDMP(メタデータ)が表⽰される。 4)「データ管理」を選択

5)ポップアップ画⾯が現れたら、「OK」



6）「データ管理」のフェーズ（メタデータライフサイクル）に遷移。 7)「編集」により書込、修正が可能に



8）「データの保管場所」を「GakuNin RDM」と選択してください。

9）「概略データ量」を選択してください。

10）他の項⽬については、以前の⼊⼒情報が継承されています。変更のある場合は修正してください。



11)「提出」ではなく、「⼀括申請」を選択してください。
これにより、DMPも同じ内容に更新されます。
「速やかにDMPの内容を更新しなければならない。更新箇所が明確となるように明⽰したDMPを本学
に再提出する。」というは可能な限り最新版に更新するという。実施細則第5条を⼀括申請をクリック
するだけ実⾏できます。



12)「申請提出」のポップアップ画⾯が表⽰されるので、クリック



13)「申請済み」となったことを確認。
以上で申請は完了です。画⾯を閉じても構いません。
ku-rdm@ml.kanazawa-u.ac.jpより許可メールが来ます
ので、お待ちください。



12DMP未作成済の方は トップページからスタート
1. もし、他の画⾯が表⽰された場合は、「トップページ」をクリック）してください。

附属図書館は，論⽂のオープンアクセス化を⽀援します！ ⾦沢⼤学学術情報リポジトリ(KURA)への論⽂登録

サーバ利⽤届



13「データ管理」から「研究資金を選択」

2. 該当する研究資⾦を選択（「外部資⾦によらない研究」も選択可能）



3）「データの保管場所」を「GakuNin RDM」と選択してください。

4）「概略データ量」を選択してください。

5）「研究課題名」等記載してください。



６.必須項⽬を⼊⼒しないと保存できません

7. 外部から機微データを受け取った場合、情報漏洩
すると⼤学に責任が及ぶため、記載してください。

8. ここのデータについては記載せず、「データ群」について名前をつけてください。
また、その説明も簡単に記載してください。

9. ⼈に関わる情報を取得する場合も、情報漏洩すると⼤学に責任が及ぶため、記載してください。



10. 保存することによりメタデータIDなどの⾃動⼊⼒項⽬が付与される。 11. 内容を確認し、「⼀括申請」



12.「申請提出」のポップアップ画⾯が表⽰されるので、クリック



13.「申請済み」となったことを確認。
以上で申請は完了です。画⾯を閉じても構いません。
ku-rdm@ml.kanazawa-u.ac.jpより許可メールが来ます
ので、お待ちください。



メニューから「メタデータ⼀覧」を表⽰させると、⼀番上に提出したメタデータが表⽰されます。

メニューから「申請書提出⼀覧」を表⽰させると、⼀番上に提出した申請書が表⽰されます。


